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田
學
會
雜
誌
第
四
十
九
卷
第
七
號

.

.

.

f
f
i
. 

Goris, priceldeterminmg factors 

in 

H
m

CD.rican 

tobpcco 

markets，
A
m
s
t
e
r
d
a
m
,

 
1954, 

pp. 

1
0
9
+
XII.

需
要
法
則
の
統
計
的
研
究
は
ム
ア
の
試
み
议
來
計

1
經
濟
學
の
中
で
最
も 

古
い
歷
史
を
有
す
る
分
野
で
あ
る
が
、
近
時
市
場
調
査
の
發
達
に
伴
い
、.
プ
レ 

.ス
ト
、
フ
ァ
レ
ル
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
等
の
硏
究
が
進
ん
で
か
な
り
精
密
化
し
て
き 

た
。'
凡
そ
市
場
調
査
の
統
計
的
研
究
の
目
的
は

、

㈠
あ
る
商
品
の
販
賣
量
.の
時 

系
列
的
變
動
と
地
域
的
分
街
の
實
態
の
認
識
、
B
需
要
の
變
化
の
豫
測
、

企
，
 

業
か
ら
見
た
價
格
政
策
及
び
そ
の
他
の
販
賣
條
件
改
善
の
た
め
の
資
料
の
提 

供
、
の
三
審
に
要
約
す
る
こ
.と
が
で
き
る
。
こ
の
㈡
H
の
目
的
を
達
成
す
る
た 

め
に
は
具
體
的
需
耍
函
數
の
導
出
が
必
要
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
紹
介 

.す
る

w
. Goris, price-de

c+o
r
m
l
n
i
n
g
. f ac-borw. in ..American 

-to­

bacco markets, A
m
m

ci-erdlam, 1954, 

§.
l
oCD
+
M
I
I 
も
亦
、
而
記
諸 

.學
者
と
同
じ
線
に
沿
つ
て
煙
草
の
需
要
；，1
數
を
導
出
し
よ
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ 

る
。：
そ
の
內
容
は
第
一
章
.ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
煙
草
の
生
產
、
市
場
、
消
費
、
 

第

.一
ー
章
遛
草
の
地
域
差
と
用
途
差
、
第
三
章
葉
煙
草
の
年
生
產
高
を
決
定
す
る 

諸
耍
因
、
第
四
章
煙
草
の
市
場
、
第
五
章
市
場
に
お
け
る
農
家
の
態
度
、
第
六 

章
煙
草
の
需
興
、
第
七
章
葉
煙
章
の
賈
手
の
態
度
、
第
八
章
葉
願M

i
E

場
の
模 

型
、
第
九
章
數
量
的
分
析
の
輪
郭
、
，第
十
章
統
計
的
方
法
に
よ
る
第
一
次
的
計 

測
、
第
十
一
章
統
計
的
計
測
と
變
數
の
タ
ィ
ム
.
シ
エ
I
■プ
、
第
十
二
章
統
計 

的
方
法
に
よ
る
最
終
的
接
近
、
と
な
っ
て
い
る
。

彼
は
序
論
の
中
で
、
計
量
經
濟
學
の
創
始
者
達
が
自
然
科
學
的
方
法
を
經
濟

四
八

c
Jf
f
-三
六)

現
象
.に
適
用
し
て
成
功
し
た
事
實
を
あ
げ
、
そ
の
成
功
に
も
拘
ら
ず
若
干
の
假 

.定
が
經
濟
學
的
見
地
が
ら
は
非
現
實
的
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
# 

'近
の
統
計
學
の
發
展
と
し
て
齊
一
時
決
定
方
式
を
擧
げ
、
，不
規
則
變
動
の
處
理 

'法
を
說
明
し
'て
い
る
。
：.第
一
章
.に
入
.つ
て
ア
メ

リ

力
に
お
け
る
煙
草
の
生
產
、

_
出
、
財
政
收
入
等
に
つ
い
て
述
べ
、
煙
草
が
一
年
生
植
物
で
比
較
的
少
數
の 

農
家
に
ょ
づ
て
栽
培
さ
れ
て
居
り
、
等
質
の
葉
煙
草
を
供
給
す
る
に
は
多
く
の 

.時
間
と
熟
練
と
を
要
す
る
こ
と
、
從
つV

短
期
的
に
見
れ
ば
供
給
：の
彈
カ
性
は 

小
さ
く
、
:.
一
九
三
一
ー
ギ
^

前

に

は

競

爭

的

要

因

が

强

く

作

用

し

て

い

た

が

ー

ー

ー

三 

年
以
後
に
は
統
制
の
影
響
が
瑰
：わ
れ
て
い
る
事
情
等
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に

_ 

對
し
葉
煙
草
の
購
入
と
製
造
と
は
高
度
に
集
中
化
し
、

一
八
九
〇
丨
一
九
一
〇 

年
に
は
ト
ラ
ス
ト
が
存
在
し
そ
れ
以
後
も
媒
占
的
要
素
が
作
用
し
て
い
る
。
將 

來
の
葉
煙
草
潜
在
市
場
は
も
は
や
國
內
に
は
な
い
も
の
と
見
ら
れ
、
煙
草
の
貯 

藏
は
相
當
の
瓦
額
に
達
し
て
い
る
°
第
.ニ
章
で
は
煙
草
の
地
理
的
分
祐
と
煙
管 

煙
草
、
嗅
煙
草
、
：紙
卷
煙
草
等
の
需
耍
狀
態
が
示
さ
れ
る
。
第
三
章
で
は
葉
煙 

草
の
生
産
を
決
定
す
る
諸
要
因
が
論
ぜ
ら
れ
る
。
第
一
は
天
候
、
昆
虫
類
、
病 

害
で
あ
る
。
第
一1

は
政
府
の
干
渉
で
あ
り
各
種
の
煙
草
に
對
す
る
政
府
の
割
！5 

は

過

去

，の

生

產

量

を

基

礎

と

し

て

異

常

時

の

値

を

除

き

.傾

向

値

を

加

味

し

て

決 

定

さ

れ

る

。
第
ー
ー
ー
は
員
吣
に

_
す
る
豫
想
と
生
_
罾
で
あ
る
。
農
家
め
態
度
が 

葉
煙
草
の
生
產
量
.と
質
と
に
影
響
を
與
え
る
程
度
は
天
候
や
病
虫
害
の
影
響
ょ 

り
も
小
さ
.い
が
、
あ
る
程
度
の
影
響
は
否
定
で
き
な
い
。
生
產
金
額
を
ル
、
前 

年

+の
價
格
を
ル
、
時
を
'
で
表
わ
せ
ば
次
の
關
係
が
見
ら
れ
る
。

.

.1910—
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こ
.の
各
期
の
供
給
の
弾
カ
性
は
夫
々
〇
.三
一
三
、
〇

•
.ニ
九

三

、

〇

•
五
五
一
一 

で
あ
る
。

第
四
章
で
は
煙
草
市
場
に
お
け
.る
各
種
の
制
度
が
説
明
さ
れ
る
。
第
五—

章
に 

入
っ
て
市
場
に
お
け
る
農
家
の
態
度
が
と
り
上
げ
ら
れ
る
。
個
々
の
農
家
が
ス 

.ト
ッ
ク
を
明
年
度
に
持
越
す
こ
と
に
は
品
質
の
劣
惡
化
と1K

ぅ
大
き
な
危
險
が 

あ
る
。
第
六
章
で
は
煙
軍
の
需
辖
況
が
示
さ
れ
る
。
第
二
次
大
戰
後
に
は
煙 

草
の
加
工
品
の
占
め
る
割
合
が
若
干
增
加
し
'
他
の
贅
澤
品
ょ
り
も
各
國
に
普 

及
し
た
。
こ
れ
は
最
低
所
得
階
級
の
間
に
お
い
て
も
一
つ
の
慣
習
を
形
成
し
.て 

い
る
。
從
っ
て
他
の
赘
澤
品
に
比
べ
て
煙
草
の
憤
格
彈
力
性
と
所
得
彈
カ
性
の 

値
は
小
さ
く
傾
向
値
的
發
展
が
强
い
。
ァ
メ
リ
力
で
は
過
去
五
十
年
間
に
.亙
り

. 

紙
趦
爝
草
の
傾
向
値
的
發
展
が
著
し
く
、
他
の
煙
草
の
一
人
當
り
i

高
は
一 

九 
一
o
年
以
来
停
滞
し
、
嘣
M
草
と
葉
卷
は
第

.一.次
大
P
後
下
降
傾
向
に
あ

. 

り
、
嗅
煙
華
も
一
九
三
〇
年
代
の
不
況
以
来
同
樣
の
傾
向
を
見
せ
.て
い
る
。
噙 

煙
草
は
第
二
次
大
戮
一
時
的
に
需
要
が
增
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
戰
爭
中 

禁
煙
を
命
ぜ
ら
れ
た
工
場
で
雇
用
が
增
加
し
た
た
め
で
あ
る
。
年
々
の
消
費P, 

變
動
に
つ
い
て
のShoenberg, Gottsege,n,. T

e
n
a
n
t

等
の
硏
能
に
ょ

' 

る
と
、
' 一
般
に
價
格
彈
力
性
は
著
し
く
低
い
が
、
所
得
彈
カ
性
は
此
較
的
高
い 

値
を
示
し
て
い
る
。
短
期
の
觀
察
で
は
價
格
と
所
得
の
變
化
に
伴
っ
て
異
種
の 

煙
草
間
に
代
替
關
係
が
存
在
す
る
。
長
期
的
I

に
ょ
れ
ば
罾
㈣
罾
罾
の
消
費 

量
は
消
費
の
習
慣
の
變
化
と
景
氣
變
動
に
m
■
し
て
變
化
す
る
と
期
待
で
き 

る
。
こ
の
傾
向
線
は
蘅
賴
に
ょ
っ
て
異
な
り
、
上
向
の
も
の
と
下
向
の
も
.の
と 

が
あ
る
。
煙
草
製
造
業
に
お
い
て
は
葉
煙
草
以
外
の
原
料
は
殆
ん
ど
使
用
し
な
. 

.い
か
ら
、
特
に
ァ
メ
リ
ヵ
で
は
販
寶
費
用
が
大
き
な
割
合
を
占
め
る
。
.こ
れ
は 

_
占
^i

の
故
で
あ
る
.が
更
に
租
税
.の
た
め
に
：最
終
生
產
物
の
價
播
は
殆
ん
ど

い
，
•
評

：及

：び
.
紹

介

.

均
一
化
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
煙
草
の
生
産
物
の
需
要
は
完
成
生
產
物
の
價
格 

に
對
し
て
は
非
彈
カ
的
で
、あ
る
が
、
葉
煙
草
の
需
要
の
價
袼
彈
力
性
は
-
層
小 

さ
い
。
種
類
別
の
煙
草
の
輸
出
の
數
字
は
一
九
ニ
三
年
以
降
に
っ
い
て
得
ら
れ 

る
が
、
傾
向
線
か
ら
の
偏
差
は
不
規
則
な
動
き
方
を
示
し
て
居
り
、
價
格
の
影 

響
も
、(

ィ
ギ
リ
ス
を
除
く)

轍
入
國
の
景
氣
の
影
響
も
明
ら
か
に
捉
え
る
こ
と 

■は
で
き
な
い
。
大
i

g
に
は
㈱
®
の
大
部
分
は
西
歐
諸
國
向
の
も
の
で
あ
っ
た 

が
、
最
近
.に
お
い
て
ば
.一
時
的
減
少
を
示
し
て
い
,̂
‘

第
七
章
に
入
つ
て
正
常
時
に
は
煙
草
の
大
量
の
ス
ト
ッ
ク
は
製
#
議
者
の
手 

に
ょ
っ
て
行
わ
れ
る
事
實
が
指
摘
さ
れ
る
。
製
造
業
渚
が
品
質
の
分
類
を
行
ぅ 

•た
め
と
前
以
て
原
料
を
仕
.入
れ
る
便
宜
上
か
か
名
慣
習
が
成
立
し
，た
の
で
あ 

る
。
從
っ
て
ス
ト
ッ
ク
量
は
將
來
の
需
要
見
.込
に
左
右
さ
れ
る
が
、
後
者
の
中 

•で
輸
出
量
は
政
治
的
影
響
を
受
け
易
い
。
正
：常
在
庫
を
決
定
す
る
諸
要
因
は
次 

:

の
如
く
で
あ
る
。
：㈠
葉
煙
草
の
品
質
的
價
値
、
㈡
袼
付
げ
を
行
ぅ
と
き
の
價 

値
、
■
㈢貯
藏
費
、.
H明
年
以
後
の
.豫
想
價
格
と
今
年
度
に
製
造
業
者
が
支
拂
ぅ 

仕
入
價
格
と
の
比
申
。
か
く
し
て
記
號
を
次
の
如
く
定
め
る
と
⑴
を
導
く
こ
と 

が
'で
き
る
。

C
あ
る
年
の
生
產
量
、

0
製
#議
者
の
持
越
量
、

Q
葉
顔
草
の 

質
、

0
年
間
の
消
費
量(

輸
出
を
含
む

>
0可
處
分
所
得
、

E
輸
出
に
影
響
を 

及
ぼ
ず
經
濟
的
並
.び
に
政
治
的
諸
要
因
、

B
販
賣
審
と
購
賈
者
の
相
對
的
地
位 

の
指
標
、

P
一
 
ボ
ン
ド
當
ヴ
の
農
家
の
販
賣
價
格(

物
憤
で
調
整
し
た)

。
尙
葙 

肩k

 

eを
附
し
た
記
號
は
豫
想
値
を
、

a
を
附
し
た
記
號
は
そ
.の
年
に
支
配
的 

と
な
る
は
ず
だ
っ
た
豫
想
値
を
、
上
方
に
一
記
號
を
っ
け
た
も
の
は
平
均
値
を 

示
す

'0
か
く
し
て
、
：
:

•

F
,
"
/
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P
,
R
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,
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Q
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第 1 表 次 の 諸 量 の 囘 歸 係 數

log S/ log G卜 1 log log logD/-i

■ 直 接 法
• ..... - ■ -■

-

Flue-cured 
fire-cured 
Burley 
Maryland 
d. air-cured

—1.30 土 0.30 
—0.59 土 0.30 
-1.01+0.39 
-0,29+0.41 
-0.66+0,42

+0.86 土 0ユ8 
+0,53 土 0.19 
+0,61 土 0.21 
+0.36+0.31 
+0.4:5 土 0.42

+0.02+0.06 
+0.09 土 0.10 

1)
+0.25 士 0.20 
+0.24+0.86

+0.30+0.04 
+0.10+0.07 
+0.184-0.06 

0 ! 0.10 
+0.21+0.09

—0.03 土 0.20 
+0.49 土 0.22 
—0.18 土 0.43 
，0.28 土 0.49i 
+0.79 土 0.37

第 一 階 聋 法

Flue-cured 
fire-eured 
Burley 
Maryland 
d. air-cured

-2.00+0.35 
—2.38 土 0.59 
—3.07 土 0.52 
-0,57+0.57 
-2.44+0.50

+0.26+0.65 +0.25土 0.80 
+0.51 土0.26 —0.03±0.09 
一 0.03 土 0.27 丨 1) 
+0.55 土0.52 —0.22土 3.09
+0.44+0.38 —0.88 土 0.33■ 1

+0.21+0.21 —0.19 土 0.20 
+0.13 土0.30 +0.09 土 0.29 
—0.20 土 0.31 —0,77 土 0.64 
—0.15 土 0,47 +0.17 土 0,46 
+0.114-0.37 +0.02土 0.33

傾向値を除き lo g E fを除いたとき •

Flue-cured 
fire-eured 
Burley 
Maryland 
d. air-cured

—1.76 土 0,44 +0.80 土 0.16/
-0.?4 土 0.53 +0.59 土 0.16 丨
—1.69 土0.36 +0.55土 0.16 丨 1)
—0.20+0.39 +0.80土 0.20
一 0.60 土 0.44 +0.72 土 0.23;! 1

+0力0+0.29 -0.67土0,25 
+0.25 土 0.35 +0.46 土 0,29 
+0.20 土0.27 —0.54土 0,36 
—0.33 土 0.57 —0.26±0,38 
+0.40+0,43 +0.55 土 0.42I

1) この型の輸出は殆んどない

:…
…

.：
：
.

…

：…
(2j

-':

, 

' 

. 

:

. 

'とお
く

こ
と
が
で
き
る
。
■こ
で
煙
草
が
一
年
生
植
物

.で
あ
る
事
實
か

.ら
、
' 

/ D
、

=

Q

“，'

p

a

=

p

i

,

W'
”W

J
;,
と

假
定
す
れ
は
、
(2
ょ
り

、

.

^
® 

=
/

3

>

' 

R

>w.)

と
な
り
、
こ
の
式
と
⑴
ょ
り
⑶
が
導
か
れ
る
。

.

^
H
/

(

p

,

R

,

o

>

K

>

f

 

S

…
…
…
…
…
…
…
…
(3)

.卽
ち
契
約
の
基
礎
と
な
る
も
の
は
、
將
來
需
要
に
對
す
る
賈
手
の
豫
想
値
と
現
，
 

實
の
必
要
量
、
供
龄
の
量
と
質
、
農
家
の
取
引
力
等
ち
あ
る

。
.更

に

€

=
-

f

§

と
假
定
す
る
。

豫
想
價
格
は
現
霞
格
に
支
配
さ
れ
、
又
煙
草
の
作 

付
面
積
の
影
響
を
受
け
る
。
こ
れ
が
又
次
年
度
の
生
產
量
に
影
響
を
興
え
る
の 

で
あ
る
。
次

に

^

"

/

(

p

,

d

3と
お
く
。
こ
の
假
定
は
製 

^

^
の芷常需耍が、葉
か
國
內
の

*3F

生
產
物
に
對
す
る
需
要
と
輸 

出
と
に
吸
收
さ
れ
る
率
に
依
存
す
る
こ
と
を
示
す
。
又
、I

V
H
/
(
«
-
l
,

 

o

…
…

>
p
-
l
>
«
w

)
，

.

.■E
^
N
y
x
E

、)

と
^
く
。
力
く
し
て
わ
れ
わ
れ
は 

次
の
計
量
化
可
能
の
方
程
式
⑷
が
得
ら
れ
る
。

三
田
學
會
雜
誌
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笫

b
號 

’ 

§
 

(

五
三
八) 

を
得
る
。
こ
れ
は
契
約
に
際
し
て
の
態
度
を
表
わ
す
式
で
あ
る
が
價
格
が
從
羅 

^
-2
2
!
-4
3
|49
^
 

2̂9
64
1

46
1
38
!

變
數
と
な
つ
.て
居
り
、

に
^
ら
さ
れ
た
®:
草
は
そ
の
年
度
內
に
.版
賣
さ
れ 

1
7
-
. 

.

土
土
土
土
土

. 

.
土

土

土

土

土

 

.土
土
+ 

.
v
.
o
f 

^
 

I
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.0;
1
90.
0
9
|01
7
0:
0

2

06
7
0:
4
6
1

度
の
生
產
量
と
品
質
の
豫
想
値
の
影
響
を
受
け
る
か
ら
、
 

1

、

一
+
'
ニ
 

.斗

.: 

• J
-
l
i

hj
J: 

=f6
t> 

o
f
, 

gti,

p
-2,
.
.r

U
T1-
.
P
-
2,

…
…
E
,
,
Q
，
B
V
.
:
…
…
…
…
…
…
…
…

.

.(4)

第
九
章
で
は
こ
の
式
に
對
數
函
數
を
當
嵌
め
た
際
の
囘
歸
係
數
の
求
め
方
が

第 2 表

( lo g S rと log h の相關係數）

第 3 表

(问歸係數） G,—! は工業生產指數

直 接 法 ，一階差法 傾向値除去

flue-cured 
fire-eured 
Burley 
Maryland 
d. air-cured

0.804
-0.728
+0.6l0
+0.404
-0.510

+0.202
+0.377
-0.068
- o . ( y t i

+0.212

0.437
0.019

-0.266
-0.331
+0.445

logS, log G^ - 1

fluo-cured 
fire-eured 
Burley 
Maryland 
d. air-cured

-2.47
-2.98
-0.46

■~1.82

+0.86
+0.60
+0,33
+0.65
+1.22

+1.97
+1.54
+3.88
-0.30
+2.35

說
か
れ
第
十
章
で
第
1
表(

前
頁)

の
如
き
結
果
が
與
え
ら
れ
る
。
■こ
の
結
果
を 

見
る
とlogs,, 

l
o
g
p-
1

め
係
數
の
i

は
一
つ
の
例
外
を
除
け
ば
經
濟
學 

的
に
首
肯
で
き
る
も
の
で

10的
«

の
.符
號
は
凡
て
首
肯
で
き
る
。
し
か
し
第 

一
階
差
相
關
を
と
つ
た
と
き
に
は
そ
の
符
號
は
疑
わ
し
，い
。1

0
g
s
>

に
關
し 

て
は
第
.一
階
差
相
關
に
ょ
る
結
果
が
f

正
確
で
あ
る
。l

o
g
p
-
1,. 

l
o
g
w

 

に
關
し
て
は
ト
レ
ン
ド
を
除
去
し
た
と
き
の
結
果
が
最
も
信
賴
で
き
る
。
第

.一
 

階
差
法
を
用
い
る
とlo

的S
”

の
係
數
が
著
し
く
大
き
い
の
で
、

殘
差
に
も
傾 

向
値
的
影
響
を
與
え
る
こ
.と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
しi

o
g
D
T
l

の
囘
歸
係 

數
に
つ
い
て
は
何
れ
の
方
法
に
ょ
つ
て
も
！

g
^

す
べ
き
結
果
を
得
る
こ
と
が
で 

.

1 い
。

. 

.

第
十
一
、
一一

章
は
こ
の
結
果
の
統
計
的

.^
證
で
あ
る
。
卽
ち
前
章
で
得
た
岡 

歸
係
數
にregr

®'ssion

;:;error :

を
含
ん
で
い
る
か
否
か
の
で
あ
る
。
 

前
述
の
三
つ
の
方
法
の
中
で
何
れ
を
用
い
ー
て
本
傾
向
値
は1

0
W
D
I

と
高
い 

正
の
相
關
が
あ
る
。

一
般
に
れ
個
.の
項
か
ら
成
る
方
程
式 

Y
, =

<
+
^
T
,
が
あ
り
0
と
.
|
>
と
は
無
祖
關
で
議
偏
差

1
を
持
ち
、
た
と 

が
は
常
數
で
^
が
直
線
的
な
傾
向
を
示
す
も
の
と
す
る
。
こ

の

と

き

f
 

a
l
Y
H
-
a
2
Y
i
-
l

:+i
9
«
+
r

な
る
變
數
が
あ
り
、

¥
の
.
Z
に
對
す
る
長
期
的 

影
響

«1
を
許
測
し
ょ
ぅ
と
す
る
。

z:
ひ
.傾
向
値
か
ら
の
偏
差
を
w
、

2
2/
W
を 

z 

Y 

X
の
夫
々
の
第

.一
階
差
と
ず
.れ
ば
、

V
w
i
d
^
-
H
&
u
.
+
C

'*.

z

l

f

6
^
+
c
、

得
^
。

こ
れ
-ょ
り

.9 "<xt 
十 

t
°.
ド
.，.
.

6"j9 

を
導
く 

こ
と
が
.で
き
'ル
と
％
が
無
相
關
だ
と
す
れ
ば

.

《

、=
:及
+
犮
^

^

-

,
 

を

得

る

の

で

あ

る

。
，
；

.こ
の
場
合
の
卢
の
値
は
共
に
正
確
で
あ
る
。
こ
の
見
地
か 

>ら
見
る
上
第
2
表
の
結
果
か
ら
他

CD
.事
情
等
し
き
限
り
第
一
階
差
法
を
使
用
す 

る
の
が
8
と
0
に
關
し
.て
.：は
最
適
.と
な
る
。

&
に
つ
'.い

て

は

滿

足

な

結

果

を

得 

ら
れ
ず
ん
に
つ
い
て
も
同
樣
で
あ
つ
た
。
こ
れ
等
の
こ
と
か
ら
㈠
も
し
ラ
グ
の 

効
果
を
考
慮
す
れ
ば
、

8

0及
び
^
の
傾
向
値(

共
に
對
數)

を
八
5
む
方
@
^: 

を
用
い
、
㈡
^

丑̂
に
對
す
る
關
係
か
ち
第
一
階
差
法
を
採
用
し
、1:

重
®

 

の
見
地
か
ら
-

^
.
1

階
差
法
が
望
ま
し
い
。
H

E

Bに
つ
い
て
は
員
數
値
を
と 

る
方
が
時
系
列
に
お
け
る
質
の
變
化
を
囘
避
で
ぎ
る
。
か
.か
る
見
地
か
ら
第
3 

表
の
加
き
結
果
が
導
が
れ
る
。
こ
の
.！|

果
は
經
濟
學
的
見
地
か
ら
見
て
第
1
表 

ょ
り
も
合
理
的
と
云
え
る
。
又
、殘
羞
め
檢
定
に
つ
い
て
も
そ
れ
がsys

t
e
m
-

 

atic c
o
m
p
o
n
e
n
t

を
含
ん
で
い
な
い
と
斷
言
で
き
る
し
、
特
に
一
九
ニ
〇 

年
代
の
别
期
.に
は
良
い
結
果
を
示
し
て
い
る
。
以
上
が
本
書
の
大
要
で
あ
.り
冒
，
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•

.頭

に

述

べ

た

ょ

ぅ

に

®

調

耷

の

.統

計

的

研

究

に

一

っ

の

里

砠

ま

を

双

ぇ

る

も
 

の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
？
フ
ァ
レ
ル
式
と
の
比
較
に
つ
：い
て
は
、
.他
日
を
期 

す
る
こ
と
に
し
た
い
。
 

(

鈴

木

諒

一
).

r

J
u
r
e
e
n
,

t-
o
nOQ

丨
 term 

trends 

s

f
8
d

 

c
o
n
s
u
m
p
t
i
o
n

,

沙 
mus-colmtry 

study,

*d
d
'to
l
.

|

者
選
擇
の
理
論
は
最
近
に
ぉ
い
て
著
し
い
進
步
を
示
し
た
が
、
そ
'の
實 

際
的
適
用
に
當
つ
て
は
尙
多
く
の
問
題
が
殘
さ
れ
て
い
る
。
偶
々
國
際
計
量
經 

濟

の

機

關

誌

E
c
o
n
o

日e
t
r
i
c
a

一
 
九
五
六
年
一
月
號
誌
上
に
こ
の
問
題 

が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
'こ
に
紹
介
し
た
い
。
こ
の
問
題
.に
關
す
る 

論
文
は 

Jur§

ffln, L
o
n
g

cve
r
m

 trends in food c
o
n
s
u
m
p

c+ion, 
a multi-country study, pp. 

M
l
,
と 

R
oĉ
e
r
-
b

 L.. B

&Js
e
m
a
n
x
u

. 
A

 

•theory of d
e
m
a
n
d

 with c
o
a
s
u
m
e
r

w*preference 
一
 variables,: 

■

It G:

ギ

シ

號
ノ

I B
I r
アイ.
ルランド 

の圖

N©

才

ン .

ダ

第
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農
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ポ
ー
ラ
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フ，
ィン

.
ラ
ン

ド
 

ベ

ル

ギ

ー
 

ノ 

^
 
ル
エ 

ィ
ギ
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リ
ス

H

業
勞
働
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-と低
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層

De Fr Au Hu

ハ

ン

ガ

リ
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才丨ストラリア 

フ

ラ

ン

ス
 

テ
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マ
ー
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ス
エ
ー
テ
ン

農
林
勞
働
者 

中

產

階

級

i  r^i
第 1 圖

五ニ 

(

五四〇

)

!

p
p
.
I
I
.

の
：ニ
つ
で
あ
る
。
と
こ
で
は
前
者
だ
け
を
紹
介
し
よ
う
。
こ
の
論
文 

は
所
得
の
壻
大
又
は
i

の
下
落
に
よ
つ
て
食
物
の
需
要
に
與
え
る
影
響
を
述 

ベ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
便
宜
上
個
々
の
食
物
を
取
极
う
代
り
に
數
種
の 

グ
ル

I
プ
に
分
け
て
取
扱
う
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
比
較
的
廉
價
な
必
需
品 

と
、
贅
澤
品
に
分
け
る
方
法
が
最
も
簡
單
で
あ
る
。
又
、
農
產
物
の
見
地
か
ら 

動
t

食
物
を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
、
馬
鈴
碧
、
砂
糖
、
植
物
汕
等
と
對
比 

さ
せ
る
方
が
無
理
が
な
い
。
第

1
圖

(

前
頁)

.
は
戰
前
に
お
け
る
歐
米
諸
國
の 

一
人
當
り
一
日
の
ヵ
ロ
リ
|
磺

¥
量一

物

性

食

物

と

他

の

：項

nt
—

-

を
人 

ロ
一
人
當
り
の
實
質
所
得
に
對
比
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
圖
を
見
る
と
植
物 

性
食
物
の
需
要
面
數
は
双
i

函
數
を
示
し
て
居
9
、
直
線
的
關
係
を
認
め
る 

こ
と
は
で
ぎ
な
い
。

デ
を
所
得
、
需
要
をI

、

所
得
彈
カ
性
を
§
、
動
物
性
食
物
.を
«
、
他
の
食 

物

を
V
、

總

カ

ロ

リ

ー

を
6
で
表
わ
せ
ば
、

f 
广
 

rY
f
广
 r 
ノ

p(

r) 

i

"

_
 

l

)

=

r
+
1
3
4

 

,

H
x
r)

.̂(

r)

I
H
S(

r) 
•
 

f
r
-
f
r

IS
r
+
1
3

な
る
結
果
.を
得
る
。
こ
れ
等
の
諸
國
は
地
理
的
に
相
當
離
れ
て
い
る
し
、
消
費 

の
習
慣
、
'價
格
體
系
等
に
差
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
右
の
よ
ぅ
な
}

1

數
關
係
を 

.導
出
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
理
論
値
と
實
際
値
の
間
の
差
は
あ
る
場
合
に
は
相
當 

に
大
き
い
が
、
.例
え
ば
地
中
海
沿
岸
諸
國
の
カ
ロ
，リ
丨
：聩
取
量
は
、
生
活
水
準

が
同
じ
で
も
氣
候
的
條
件
に
よ
っ
て
他
の
歐
州
諸
國
よ
り
も
少
な
く
て
濟
む
等 

の
理
由
で
こ
の
ギ
ャ
.ッ
プ
を
說
明
で
き
る
。
し
か
し
と
れ
等
の
要
因
は
不
規
則 

變
動
的
處
理
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
.い
。
ノ 

戰
後
に
お
い
て
は
價
格
體
系
に
著
し
い
變
化
が
あ
っ
た
た
め
、
消
費
の
構
造 

も
變
化
し
た
が
、
し
か
も
全
體
と
し
て
見
れ
ば
i

の
形
は
比
較
的
安
定
し
て 

い
る
。
し
か
し
國
別
に
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
程
度
に
相
違
が
あ
る
の
で
、
國
際
此 

較
、
特
に
長
期
發
展
を
含
む
國
際
比
較
が
可
能
と
な
る
か
の
問
題
が
起
る
。
し 

か
も
所
得
彈
カ
性
は
スH

丨
デ
ン
一
國
を
と
っ
て
見
て
も
相
當
の
差
が
あ
る
の 

で
こ
の
問
題
に
答
え
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
所
得
彈
カ
性
の
下
降
は
主
と
し 

て
所
得
水
準
の
向
上
に
.よ
っ
て
起
る
も
の
か
又
は
他
の
原
因
に
よ
る
も
の
か
を 

考
察
す
る
必
獎
が
あ
る
。
ス
エ
ー
デ
ン
の
調
査
に
よ
れ
ば
前
者
が
正
し
く
、
消 

費
の
習
慣
等
の
社
會
的
要
因
の
影
響
は
比
較
的
小
さ
い
。
こ
の
事
情
を
#
rt
す 

れ
ば
第
1
圖

の

上

.の
値
は
相
當
に
®

し
て
よ
い
。
動
物
性
食
物
の
消
費 

水
準
の
差
は
人
口
や
國
別
に
よ
っ
て
生
ず
る
と

云

ぅ

よ

り

も

所

^

水

準

に

よ

っ 

て
定
ま
る
と
云
っ
て
よ
.い
。
次
に
消
費
水
準
の
變
化
の
問
題
を
と
り
上
げ
る
際 

に
は
、
今
日
滋
養
物
の
水
準
の
高
く
な
っ
て
い
る
國
の
織
勢
を
見
る
と
便
利
で 

あ
る
。
ス
エ
I
デ
ン
と
ア
メ
リ
カ
の
資
料
を
見
る
と
滋
養
物
の
一
入
當
り
消
費 

に
關
す
る
兩
渚
の
.差
は
小
さ
い
。

一
九
〇
九—

五
ニ
年
に
は
ス
エ
ー
デ
ン
の
生 

活
水
準
は
急
連
に
向
上
し
、
第
一
次
大
戰
前
に
植
物
性
食
物
の
磺
取
量
は
飽
和 

點
に
達
し
、

一
八
八
0
年
に
は
動
物
性
食
物
の
攝
取
量
は
四
分
の
一
で
あ
っ
た 

が
今
や
二
分
の
一
に
近
づ
：い
て
1>
る
。
ア
メ
リ
ヵ
で
は
；一
層
高
い
水
準
に
お
い 

て
で
あ
る
が

.

1

九
◦
九—

ニ
九
年
に
類
似
の
現
象
が
見
ら
れ
る
。

,
か
く
し
て

ア

メリ

力
ど
スエ

I

.

デ
ン
の
類
似
挫
か
ら

J
u
rs'
n
は
各
國
に 

共
通
の
所
得——

消

費

農

が

.あ
る
と
し
て
第
1
表
八
次
5

を
導
く
の
で
.あ


